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(57)【要約】
【課題】水洗大便器の汚物の排出性を向上させること。
【解決手段】実施形態に係る水洗大便器は、ボウル部と 
、リム部と、吐水口と、溜水部とを備える。ボウル部は 
、汚物を受ける。リム部は、ボウル部の上部に形成され 
る。吐水口は、洗浄水を吐水する。溜水部は、ボウル部 
の下部に形成される。溜水部には、底面部に接続される 
排水路の上部の領域である第１領域と、第１領域よりも 
前方に位置する第２領域とが形成される。吐水口からリ 
ム部に沿って吐水された洗浄水の主流は、運動エネルギ 
ーを連続的に低減させながらボウル部を旋回して第１領 
域に流入する。洗浄水の主流の一部は、第２領域に流入 
する。
【選択図】図９

審査請求　有　請求項の数　4　　ＯＬ　（全20頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 汚 物 を 受 け る ボ ウ ル 部 と 、
　 前 記 ボ ウ ル 部 の 上 部 に 形 成 さ れ る リ ム 部 と 、
　 洗 浄 水 を 吐 水 す る 吐 水 口 と 、
　 前 記 ボ ウ ル 部 の 下 部 に 形 成 さ れ る 溜 水 部 と
　 を 備 え 、
　 前 記 溜 水 部 に は 、 底 面 部 に 接 続 さ れ る 排 水 路 の 上 部 の 領 域 で あ る 第 １ 領 域 と 、 前 記 第 １  
領 域 よ り も 前 方 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 と が 形 成 さ れ 、
　 前 記 吐 水 口 か ら 前 記 リ ム 部 に 沿 っ て 吐 水 さ れ た 前 記 洗 浄 水 の 主 流 は 、 運 動 エ ネ ル ギ ー を  
連 続 的 に 低 減 さ せ な が ら 前 記 ボ ウ ル 部 を 旋 回 し て 前 記 第 １ 領 域 に 流 入 し 、
　 前 記 洗 浄 水 の 主 流 の 一 部 は 、 前 記 第 ２ 領 域 に 流 入 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 水 洗 大 便 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ る 洗 浄 水 が 前 記 リ ム 部 に 沿 っ て 流 れ る 通 水 路 を 形 成 す る 底 面 壁  
は 、 吐 水 口 側 の 端 部 か ら ボ ウ ル 部 の 前 端 に 向 け て 高 さ が 高 く な る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 洗 大 便 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 領 域 で は 、 第 １ 旋 回 流 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 領 域 で は 、 前 記 第 １ 旋 回 流 と は 異 な る 第 ２ 旋 回 流 が 形 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 水 洗 大 便 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吐 水 口 は 、
　 前 記 リ ム 部 に 沿 っ て 前 記 洗 浄 水 を 吐 水 す る 第 １ 吐 水 口 と 、
　 前 記 第 １ 吐 水 口 と は 異 な る 箇 所 に 設 け ら れ 、 前 記 洗 浄 水 を 吐 水 す る 第 ２ 吐 水 口 と
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ た 前 記 洗 浄 水 の 一 部 は 、 前 記 主 流 か ら 分 岐 し 、 前 記 第 ２ 吐  
水 口 か ら 吐 水 さ れ た 前 記 洗 浄 水 と 合 流 し 、 前 記 第 ２ 領 域 に 流 入 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 水 洗 大 便 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 開 示 の 実 施 形 態 は 、 水 洗 大 便 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 リ ム 部 に 沿 っ て 旋 回 す る 洗 浄 水 の 主 流 を ボ ウ ル 部 の 前 方 か ら 溜 水 部 に 流 入 さ せ る  
水 洗 大 便 器 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ ５ ５ ３ １ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 す る 水 洗 大 便 器 で は 、 水 洗 大 便 器 の 小 型 化 の た め 、 ボ ウ ル 部 の 前 後 方 向 の  
長 さ を 短 く す る と 、 洗 浄 水 の 流 速 が 大 き く な り 、 ボ ウ ル 部 の 前 方 か ら 溜 水 部 に 流 入 せ ず 、  
汚 物 の 排 出 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 実 施 形 態 の 一 態 様 は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る 水 洗 大 便 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す  
る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 実 施 形 態 の 一 態 様 に 係 る 水 洗 大 便 器 は 、 ボ ウ ル 部 と 、 リ ム 部 と 、 吐 水 口 と 、 溜 水 部 と を  
備 え る 。 ボ ウ ル 部 は 、 汚 物 を 受 け る 。 リ ム 部 は 、 ボ ウ ル 部 の 上 部 に 形 成 さ れ る 。 吐 水 口 は  
、 洗 浄 水 を 吐 水 す る 。 溜 水 部 は 、 ボ ウ ル 部 の 下 部 に 形 成 さ れ る 。 溜 水 部 に は 、 底 面 部 に 接  
続 さ れ る 排 水 路 の 上 部 の 領 域 で あ る 第 １ 領 域 と 、 第 １ 領 域 よ り も 前 方 に 位 置 す る 第 ２ 領 域  
と が 形 成 さ れ る 。 吐 水 口 か ら リ ム 部 に 沿 っ て 吐 水 さ れ た 洗 浄 水 の 主 流 は 、 運 動 エ ネ ル ギ ー  
を 連 続 的 に 低 減 さ せ な が ら ボ ウ ル 部 を 旋 回 し て 第 １ 領 域 に 流 入 す る 。 洗 浄 水 の 主 流 の 一 部  
は 、 第 ２ 領 域 に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 は 、 大 き い 旋 回 力 を 有 す る 洗 浄 水 の 主 流 を 第 １ 領 域 に 流 入 さ せ  
、 第 １ 領 域 に お い て 汚 物 を 攪 拌 し な が ら 排 水 路 に 押 し 込 み 、 汚 物 を 排 出 す る 。 そ の た め 、  
水 洗 大 便 器 は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 は 、 洗 浄 水 の  
主 流 の 一 部 を 第 ２ 領 域 に 流 入 さ せ る こ と で 、 第 ２ 領 域 に お け る 旋 回 流 の 勢 い を 大 き く す る  
こ と が で き 、 第 ２ 領 域 に お け る 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と  
が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 は 、 汚 物 を 排 出 す る 際 に 、 大 き な 勢 い を 有 す る 第 ２ 領 域 の 旋  
回 流 を 、 第 ２ 領 域 か ら 第 １ 領 域 に 流 入 さ せ 、 汚 物 を 排 出 路 に 押 し 込 む こ と が で き る 。 そ の  
た め 、 水 洗 大 便 器 は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ る 洗 浄 水 が 前 記 リ ム 部 に 沿 っ て 流 れ る 通 水 路 を 形 成 す る  
底 面 壁 は 、 吐 水 口 側 の 端 部 か ら ボ ウ ル 部 の 前 端 に 向 け て 高 さ が 高 く な る こ と を 特 徴 と す る  
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 で は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー が 小 さ く な り  
、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 力 が 調 整 さ れ る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流  
が 旋 回 し 過 ぎ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 は 、 第 １ 洗 浄 水 が リ ム  
部 １ １ を 乗 り 上 げ て 溢 れ て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 領 域 で は 、 第 １ 旋 回 流 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 領 域 で は 、 前 記 第 １ 旋 回 流  
と は 異 な る 第 ２ 旋 回 流 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 は 、 各 領 域 に お い て そ れ ぞ れ 旋 回 流 を 形 成 し 、 各 旋 回 流 に よ っ  
て 汚 物 を 攪 拌 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 は 、 例 え ば 、 溜 水 部 に お い て １ つ の 大 き な 旋 回  
流 に よ っ て 汚 物 を 攪 拌 す る 場 合 と 比 較 し て 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向  
上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 は 、 第 １ 領 域 と 第 ２ 領 域 と の 境 界 付 近 に お い て  
、 第 １ 旋 回 流 、 お よ び 第 ２ 旋 回 流 に よ っ て 、 汚 物 を 攪 拌 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水  
洗 大 便 器 は 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 吐 水 口 は 、 前 記 リ ム 部 に 沿 っ て 前 記 洗 浄 水 を 吐 水 す る 第 １ 吐 水 口 と 、 前 記 第  
１ 吐 水 口 と は 異 な る 箇 所 に 設 け ら れ 、 前 記 洗 浄 水 を 吐 水 す る 第 ２ 吐 水 口 と を 備 え 、 前 記 第  
１ 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ た 前 記 洗 浄 水 の 一 部 は 、 前 記 主 流 か ら 分 岐 し 、 前 記 第 ２ 吐 水 口 か ら  
吐 水 さ れ た 前 記 洗 浄 水 と 合 流 し 、 前 記 第 ２ 領 域 に 流 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 は 、 第 １ 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ た 洗 浄 水 と 、 第 ２ 吐 水 口 か ら 吐 水  
さ れ た 洗 浄 水 と を 合 流 さ せ て 、 大 き な 勢 い を 有 す る 洗 浄 水 に よ っ て 第 ２ 領 域 に お い て 第 ２  
旋 回 流 を 形 成 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 は 、 第 ２ 領 域 に お け る 第 ２ 旋 回 流 の 勢 い を 大 き  
く す る こ と が で き 、 第 ２ 領 域 に お け る 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ  
る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 は 、 汚 物 を 排 出 す る 際 に 、 大 き な 勢 い を 有 す る 第 ２ 旋  
回 流 を 第 ２ 領 域 か ら 第 １ 領 域 に 流 入 さ せ 、 汚 物 を 排 出 路 に 押 し 込 む こ と が で き る 。 そ の た  
め 、 水 洗 大 便 器 は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 形 態 の 一 態 様 に よ れ ば 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 水 洗 大 便 器 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 形 態 に 係 る 便 器 本 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ の I I I - I I I 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ の I V - I V 断 面 に お け る 便 器 本 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ２ の V - V 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ３ の V I - V I 断 面 に お け る 溜 水 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ３ の V I I - V I I 断 面 に お け る 溜 水 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ４ の Ａ ～ Ｇ に 示 す 断 面 に お け る 第 １ ガ イ ド 部 、 お よ び 第 ２ ガ イ ド 部 の  
表 面 形 状 を 重 ね た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 ボ ウ ル 部 に お け る 第 １ 洗 浄 水 、 お よ び 第 ２ 洗 浄 水 の 流 れ を 説 明 す る 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 願 の 開 示 す る 水 洗 大 便 器 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。  
な お 、 以 下 に 示 す 実 施 形 態 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 図 面 は 模 式  
的 な も の で あ り 、 各 要 素 の 寸 法 の 関 係 、 各 要 素 の 比 率 な ど は 、 現 実 と 異 な る 場 合 が あ る こ  
と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 図 面 の 相 互 間 に お い て も 、 互 い の 寸 法 の 関 係 や 比 率 が 異 な る 部  
分 が 含 ま れ て い る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
＜ 水 洗 大 便 器 の 全 体 構 成 ＞
　 ま ず 、 図 １ を 参 照 し て 実 施 形 態 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １  
は 、 実 施 形 態 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ の 左 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ で は 、 壁 面 ８ お よ び 床 面  
９ を 断 面 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 １ に は 、 説 明 を わ か り や す く す る た め に 、 鉛 直 上 向 き を 正 方 向 と す る Ｚ 軸 を 含  
む ３ 次 元 の 直 交 座 標 系 を 図 示 し て い る 。 か か る 直 交 座 標 系 は 、 他 の 図 に お い て も 図 示 し て  
い る 場 合 が あ る 。 か か る 直 交 座 標 系 で は 、 Ｙ 軸 の 負 方 向 を 前 方 、 Ｙ 軸 の 正 方 向 を 後 方 、 Ｘ  
軸 の 正 方 向 を 右 方 、 Ｘ 軸 の 負 方 向 を 左 方 と 規 定 し て い る 。 こ の た め 、 以 下 の 説 明 に お い て  
、 Ｘ 軸 方 向 を 左 右 方 向 、 Ｙ 軸 方 向 を 前 後 方 向 、 Ｚ 軸 方 向 を 上 下 方 向 と い う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は 、 壁 面 ８ に 取 り 付 け ら れ る 、 い わ ゆ る 壁 掛 け 式 の  
水 洗 大 便 器 で あ る 。 な お 、 水 洗 大 便 器 は 、 床 面 ９ に 設 置 さ れ る 、 い わ ゆ る 床 置 き 式 の 水 洗  
大 便 器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 水 洗 大 便 器 １ は 、 便 器 本 体 ２ と 、 局 部 洗 浄 装 置 ３ と を 備 え る 。 実 施 形 態 に 係 る 水 洗 大 便  
器 １ は 、 洗 浄 水 源 か ら 供 給 さ れ る 洗 浄 水 に よ り 便 器 本 体 ２ を 洗 浄 し て 汚 物 を 排 出 す る 洗 い  
落 と し 式 大 便 器 （ ウ ォ ッ シ ュ ダ ウ ン 式 便 器 ） で あ る 。 ま た 、 便 器 本 体 ２ は 、 例 え ば 、 陶 器  
製 で あ る 。 便 器 本 体 ２ の 詳 細 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 局 部 洗 浄 装 置 ３ は 、 洗 浄 ノ ズ ル 、 ノ ズ ル 駆 動 用 モ ー タ 、 モ ー タ 制 御 装 置 （ い ず れ も 不 図  
示 ） な ど を 備 え る 。 局 部 洗 浄 装 置 ３ は 、 使 用 者 の 局 部 洗 浄 用 と し て 便 器 本 体 ２ の 上 部 に 設  
け ら れ 、 洗 浄 ノ ズ ル か ら 噴 出 さ せ た 洗 浄 水 に よ っ て 使 用 者 の 局 部 を 洗 浄 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 水 洗 大 便 器 １ で は 、 貯 水 タ ン ク ４ に 接 続 さ れ た 給 水 配 管 ４ ａ を 経 て 、 便 器 本 体 ２ に 洗 浄  
水 が 供 給 さ れ る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 を 洗 浄 水 と 共 に 排 水 配 管 ５ へ 排 出 す る 。 な  
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お 、 貯 水 タ ン ク ４ は 便 器 本 体 ２ の 後 方 に 載 置 さ れ 、 貯 水 タ ン ク ４ か ら 便 器 本 体 ２ へ 直 接 洗  
浄 水 を 供 給 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 局 部 洗 浄 装 置 ３ に 局 部 洗 浄 用 の 洗 浄 水 を 供 給 す る 給 水 ホ ー ス ６  
ａ と 、 局 部 洗 浄 装 置 ３ に 電 力 を 供 給 す る 電 源 ケ ー ブ ル ６ ｂ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
＜ 便 器 本 体 ＞
　 次 に 、 実 施 形 態 に 係 る 便 器 本 体 ２ に つ い て 図 ２ ～ 図 ５ を 参 照 し 説 明 す る 。 図 ２ は 、 実 施  
形 態 に 係 る 便 器 本 体 ２ の 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の I I I - I I I 断 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、  
図 ３ の I V - I V 断 面 に お け る 便 器 本 体 ２ の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ２ の V - V 断 面 図 で あ る  
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 便 器 本 体 ２ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ と 、 リ ム 部 １ １ と 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ （ 吐 水 口 ） と 、 第 ２ 吐  
水 口 １ ３ （ 吐 水 口 ） と 、 溜 水 部 １ ４ と を 備 え る 。 便 器 本 体 ２ は 、 左 方 に 形 成 さ れ た 第 １ 吐  
水 口 １ ２ 、 お よ び 右 方 に 形 成 さ れ た 第 ２ 吐 水 口 １ ３ か ら 洗 浄 水 を そ れ ぞ れ 吐 水 し 、 汚 物 を  
排 出 す る 。 以 下 で は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐 水 さ れ る 洗 浄 水 を 「 第 １ 洗 浄 水 」 と 称 し 、 第  
２ 吐 水 口 １ ３ か ら 吐 水 さ れ る 洗 浄 水 を 「 第 ２ 洗 浄 水 」 と 称 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ボ ウ ル 部 １ ０ は 、 ボ ウ ル 形 状 に 形 成 さ れ 、 汚 物 を 受 け る 。 ボ ウ ル 部 １ ０ は 、 第 １ ガ イ ド  
部 ２ ０ と 、 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ （ 旋 回 部 ） と を 備 え る 。 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ 、 お よ び 第 ２ ガ イ  
ド 部 ２ １ の 詳 細 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 リ ム 部 １ １ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 リ ム 部 １ １ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 上 端  
か ら 上 方 に 延 び る 側 壁 部 １ １ ａ と 、 側 壁 部 １ １ ａ の 上 端 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 内 側 に 延 び る  
上 壁 部 １ １ ｂ と を 備 え る 。 側 壁 部 １ １ ａ 、 お よ び 上 壁 部 １ １ ｂ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 周 縁 に  
沿 っ て 形 成 さ れ る 。 リ ム 部 １ １ は 、 第 １ 洗 浄 水 が 外 に 飛 び 出 さ な い よ う に 、 オ ー バ ー ハ ン  
グ し た 形 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 便 器 本 体 ２ で は リ ム 部 １ １ と ボ ウ ル 部 １ ０ と に よ っ て 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐 水 さ れ た  
第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 流 れ る 通 水 路 １ ５ が 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 通 水 路 １ ５ は 、 リ ム 部  
１ １ の 側 壁 部 １ １ ａ 、 お よ び 上 壁 部 １ １ ｂ と 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ の 一 部 （  
以 下 、 「 底 面 壁 ２ １ ａ 」 と 称 す る 。 ） と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 な お 、 通 水 路 １ ５ の 底 面 壁  
２ １ ａ は 、 リ ム 部 １ １ に よ っ て 形 成 さ れ て も よ い 。 通 水 路 １ ５ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐  
水 さ れ た 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 を ボ ウ ル 部 １ ０ の 後 方 ま で 旋 回 さ せ る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 主 流 と は 、 吐 水 口 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ に 吐 水 さ れ た 洗 浄 水 の 内 、 ボ ウ  
ル 部 １ ０ の 中 で 水 勢 が 大 き い 流 れ で あ る 。 ま た 、 水 勢 が 大 き い と は 、 流 量 の 大 き さ や 流 速  
が ボ ウ ル 部 １ ０ の 中 で 、 よ り 大 き い こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 通 水 路 １ ５ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ 側 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に 向 け て 上 り 傾 斜 と な る よ う  
に 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 通 水 路 １ ５ で は 、 底 面 壁 ２ １ ａ が 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ 側 か ら ボ  
ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に 向 け て 高 さ が 高 く な る よ う に 形 成 さ れ る 。 底 面 壁 ２ １ ａ は 、 第 １ 吐 水  
口 １ ２ 側 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に 向 け て 高 さ が 連 続 し て 高 く な る よ う に 形 成 さ れ る 。 ま  
た 、 側 壁 部 １ １ ａ の 上 下 方 向 の 長 さ は ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に 向 け て 短 く な る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 吐 水 口 １ ２ 側 の 底 面 壁 ２ １ ａ の 端 部 は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ よ り も 下 方 に 設 け ら れ る 。  
底 面 壁 ２ １ ａ の 端 部 は 、 第 １ 洗 浄 水 が 吐 水 さ れ る 吐 水 領 域 を 拡 大 さ せ る 。 以 下 で は 、 第 １  
吐 水 口 １ ２ よ り も 下 方 に 位 置 す る 底 面 壁 ２ １ ａ の 端 部 を 「 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ （ 拡 大 部 ） 」  
と 称 す る 場 合 が あ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ は 、 リ ム 部 １ １ 側 、 具 体 的 に は 、 リ ム 部 １ １ の 側 壁 部 １ １ ａ 側  
よ り も 溜 水 部 １ ４ 側 が 低 く な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 リ ム 部 １ １ に は 、 第 ２ 吐 水 口 １ ３ の 前 方 に 突 出 部 １ １ ｃ が 形 成 さ れ る 。 突 出 部 １  
１ ｃ は 、 通 水 路 １ ５ を 遮 る よ う に 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 内 側 に 向 け て 突 出 す る 。 突 出 部 １ １ ｃ  
は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 向 き を 変 え て 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 を 溜 水 部 １ ４ に 流 入 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 吐 水 口 １ ２ は 、 左 後 方 側 の ボ ウ ル 部 １ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ る 。 第 １ 吐 水 口 １ ２ は 、  
共 通 導 水 路 １ ６ か ら 分 岐 す る 第 １ 導 水 路 １ ６ ａ を 介 し て 供 給 さ れ る 第 １ 洗 浄 水 を リ ム 部 １  
１ に 沿 っ て 吐 水 す る 。 共 通 導 水 路 １ ６ は 、 給 水 配 管 ４ ａ （ 図 １ 参 照 ） が 接 続 さ れ 、 給 水 配  
管 ４ ａ を 介 し て 洗 浄 水 が 供 給 さ れ る 。 第 １ 吐 水 口 １ ２ は 、 第 １ 洗 浄 水 を リ ム 部 １ １ に 沿 っ  
て 後 方 か ら 前 方 に 向 け て 吐 水 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ 吐 水 口 １ ３ は 、 右 後 方 側 の ボ ウ ル 部 １ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 吐 水 口 １ ３ は 、  
共 通 導 水 路 １ ６ か ら 分 岐 す る 第 ２ 導 水 路 １ ６ ｂ を 介 し て 供 給 さ れ る 第 ２ 洗 浄 水 を ボ ウ ル 部  
１ ０ に 吐 水 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ 吐 水 口 １ ３ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 後 端 に 形 成 さ れ た 後 壁 部 ２ ２ に 沿 っ て 第 ２ 洗 浄 水 を  
吐 水 す る 。 第 ２ 吐 水 口 １ ３ は 、 洗 浄 水 を 右 方 か ら 左 方 に 向 け て 吐 水 す る 。 後 壁 部 ２ ２ は 、  
後 方 側 に 窪 む よ う に 形 成 さ れ 、 第 ２ 吐 水 口 １ ３ か ら 吐 水 さ れ た 第 ２ 洗 浄 水 を 旋 回 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
＜ 溜 水 部 ＞
　 次 に 、 溜 水 部 １ ４ に つ い て 、 図 ３ 、 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 し 説 明 す る 。 図 ６ は 、 図 ３ の  
V I - V I 断 面 に お け る 溜 水 部 １ ４ の 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図 ３ の V I I - V I I 断 面 に お け る 溜  
水 部 １ ４ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 溜 水 部 １ ４ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 下 方 に 設 け ら れ る 。 溜 水 部 １ ４ は 、 洗 浄 水 の 一 部 を 溜 水  
と し て 貯 留 す る 。 溜 水 部 １ ４ は 、 排 出 路 １ ７ が 接 続 さ れ 、 汚 物 を 洗 浄 水 と と も に 排 出 路 １  
７ に 排 出 す る 。 排 出 路 １ ７ は 、 排 水 配 管 ５ （ 図 １ 参 照 ） に 接 続 さ れ る 。 溜 水 部 １ ４ は 、 前  
端 の 高 さ が 最 も 低 く な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 溜 水 部 １ ４ は 、 前 面 部 ３ ０ と 、 後 面 部 ３ １ と 、 一 対 の 側 面 部 ３ ２ と 、 底 面 部 ３ ３ と を 備  
え る 。 前 面 部 ３ ０ は 、 前 方 に 突 出 す る よ う に 湾 曲 し て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 後 面 部 ３ １ は 、  
後 方 に 突 出 す る よ う に 湾 曲 し て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 底 面 部 ３ ３ に は 、 排 出 路 １ ７ が 接 続 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 対 の 側 面 部 ３ ２ は 、 後 端 間 の 距 離 が 前 端 間 の 距 離 よ り も 長 く 、 前 方 か ら 後 方 に 広 が る  
よ う に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 溜 水 部 １ ４ は 、 平 面 視 に お い て 、 後 方 側 が 前 方 側 よ り も 大  
き く な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 対 の 側 面 部 ３ ２ に は 、 向 か い 合 う 側 面 部 ３ ２ に 向 け て 突 出 す る 凸 面 ３ ２ ａ が 形 成 さ れ  
る 。 凸 面 ３ ２ ａ は 、 側 面 部 ３ ２ が 全 体 的 に 、 他 方 の 側 面 部 ３ ２ に 向 け て 突 出 す る よ う に 湾  
曲 し て 形 成 さ れ る 。 な お 、 凸 面 ３ ２ ａ は 、 側 面 部 ３ ２ の 一 部 が 、 他 方 の 側 面 部 ３ ２ に 向 け  
て 突 出 す る よ う に 湾 曲 し て 形 成 さ れ て も よ い 。 凸 面 ３ ２ ａ は 、 上 下 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ  
る 。 凸 面 ３ ２ ａ の 下 端 は 、 底 面 部 ３ ３ よ り も 上 方 に 位 置 す る 。 す な わ ち 、 凸 面 ３ ２ ａ は 、  
底 面 部 ３ ３ に 接 続 さ れ て お ら ず 、 凸 面 ３ ２ ａ と 底 面 部 ３ ３ と の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ る 。  
な お 、 凸 面 ３ ２ ａ の 下 端 は 、 底 面 部 ３ ３ ま で 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 前 面 部 ３ ０ と 一 対 の 側 面 部 ３ ２ と は 、 曲 面 に よ っ て 接 続 さ れ る 。 ま た 、 後 面 部 ３  
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１ と 一 対 の 側 面 部 ３ ２ と は 、 曲 面 に よ っ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 溜 水 部 １ ４ に は 、 排 出 路 １ ７ の 上 部 の 領 域 で あ る 第 １ 領 域 １ ０ ０ と 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ よ  
り も 前 方 の 領 域 で あ る 第 ２ 領 域 １ ０ １ と が 形 成 さ れ る 。 第 １ 領 域 １ ０ ０ 、 お よ び 第 ２ 領 域  
１ ０ １ は 、 平 面 視 に お け る 凸 面 ３ ２ ａ の 頂 点 に よ っ て 区 画 さ れ る 。 凸 面 ３ ２ ａ の 頂 点 よ り  
も 後 方 側 の 溜 水 部 １ ４ が 第 １ 領 域 １ ０ ０ で あ り 、 凸 面 ３ ２ ａ の 頂 点 よ り も 前 方 側 の 溜 水 部  
１ ４ が 第 ２ 領 域 １ ０ １ で あ る 。 凸 面 ３ ２ ａ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ に  
渡 り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 領 域 １ ０ ０ に は 、 排 出 路 １ ７ 側 で あ る 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ と 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ よ り  
も 上 方 の 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ と が 形 成 さ れ る 。 溜 水 部 １ ４ は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ に お い て 、  
下 方 領 域 １ ０ ０ ａ よ り も 旋 回 流 の 流 速 の 変 化 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は  
、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 よ  
り も 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 例 え ば 、 後 面 部 ３ １ と 側 面 部 ３ ２ と を 接 続 す る 曲 面 に お い て 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成  
す る 曲 面 の 曲 率 は 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 よ り も 大 き い 。 な お 、 上 方 領  
域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 後 面 部 ３ １ の 曲 率 を 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 後 面 部 ３ １ の 曲  
率 よ り も 大 き く し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ か ら 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ へ 遷 移 す る 領 域 に お い て は 、 曲 面 の 曲 率  
が 連 続 し て 変 化 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ よ り も 大 き い 旋 回 半 径 を 有 す る 旋 回 流 が 生 じ  
る よ う に 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 水 平 方 向 に お け る 断 面 積 は 、 第 ２ 領  
域 １ ０ １ の 水 平 方 向 に お け る 断 面 積 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ 、 お よ び 第 ２ 領 域  
１ ０ １ に お い て 、 異 な る 流 速 の 旋 回 流 が 生 じ る よ う に 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 上 方 領 域  
１ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 と は 異 な っ て い  
る 。 例 え ば 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 後 面 部 ３ １ の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す  
る 前 面 部 ３ ０ の 曲 率 と は 異 な っ て い る 。 ま た 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 後 面 部 ３ １ と  
側 面 部 ３ ２ と を 接 続 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 前 面 部 ３ ０ の 曲 率 と は  
異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ は 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ に お い て 第 ２ 領 域  
１ ０ １ よ り も 流 速 が 小 さ い 旋 回 流 が 生 じ る よ う に 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 下 方 領 域 １ ０  
０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 よ り も 小 さ い 。 例 え  
ば 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 後 面 部 ３ １ の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 前 面 部  
３ ０ の 曲 率 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
＜ 第 １ ガ イ ド 部 、 お よ び 第 ２ ガ イ ド 部 ＞
　 次 に 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ 、 お よ び 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ に つ い て 図 ３ 、 図 ４ 、 お よ び 図 ８ を  
参 照 し 説 明 す る 。 図 ８ は 、 図 ４ の Ａ ～ Ｇ に 示 す 断 面 に お け る 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ 、 お よ び 第  
２ ガ イ ド 部 ２ １ の 表 面 形 状 を 重 ね た 図 で あ る 。 図 ８ の Ａ ～ Ｇ は 、 図 ４ の Ａ ～ Ｇ に 示 す 断 面  
に お け る 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ 、 お よ び 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ の 表 面 形 状 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 溜 水 部 １ ４ の 上 部 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ は 、 第 １ ガ イ  
ド 部 ２ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ と リ ム 部 １ １ と の  
間 に 形 成 さ れ る 。 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ と 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ と は 、 曲 面 で 形 成 さ れ る 稜 線 部 ２  
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３ に よ っ て 接 続 さ れ る 。 ま た 、 稜 線 部 ２ ３ は 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ と 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ が 接 続  
さ れ る 曲 面 の 頂 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て 広 が る よ う に 形 成  
さ れ る 。 具 体 的 に は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ  
て 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ の 上 端 が 左 右 方 向 の 外 側 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 稜  
線 部 ２ ３ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 方 か ら 後 方 に 向 け て 広 が る よ う に 形 成 さ れ る 。 換 言 す る と  
、 稜 線 部 ２ ３ は 、 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て 、 左 右 方 向 に お け る ボ ウ ル 部 １ ０ の 中 心  
線 Ｏ か ら の 距 離 が 長 く な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 方 に 向 か う に つ れ て 溜 水 部 １ ４ の 上 端 か  
ら 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ の 上 端 ま で の 長 さ が 長 く な る 。 具 体 的 に は 、 第 １ ガ イ ド 部 は 、 ボ ウ ル  
部 １ ０ の 前 方 に 向 か う に つ れ て 溜 水 部 １ ４ の 上 端 か ら 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ の 上 端 ま で の 表 面  
の 長 さ が 長 く な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 左 右 方 向 に お け る ボ ウ ル 部 １ ０ の 中 心 線 Ｏ に 対 し 、 非 対 称 で あ る  
。 以 下 に お い て は 、 中 心 線 Ｏ に 対 し て 左 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 「 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ 」  
と し 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 左 右 方 向 に お け る 中 心 線 に 対 し て 右 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 「 第 １  
ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ 」 と し て 説 明 す る こ と が あ る 。 す な わ ち 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ 側 の 第 １ ガ イ ド  
部 ２ ０ を 「 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ 」 と し 、 第 ２ 吐 水 口 １ ３ 側 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 「 第 １ ガ  
イ ド 部 ２ ０ ｂ 」 と し て 説 明 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ よ り も 後 方 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に か け て 形  
成 さ れ る 。 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ か ら 下 方 に 流 れ る 第 １ 洗 浄 水 、 お よ び  
第 ２ 洗 浄 水 を 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 さ せ る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ は 、 後 方 か ら 前 方 に 向 か う に つ れ て 傾 斜 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ  
れ る 。 具 体 的 に は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ は 、 図 ４ 、 お よ び 図 ８ に お い て Ａ ～ Ｃ に 示 す よ う  
に 、 前 後 方 向 に お い て 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ 付 近 か ら 溜 水 部 １ ４ の 第 ２ 領 域 １ ０ １ 付 近 ま で 、  
後 方 か ら 前 方 に 向 か う に つ れ て 傾 斜 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ る 。 な お 、 第 １ ガ イ ド 部  
２ ０ ａ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ 付 近 か ら 第 ２ 領 域 １ ０ １ の 前 端 付 近 ま で 、 後 方 か ら 前 方 に 向 か  
う に つ れ て 傾 斜 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て も よ い 。 傾 斜 は 、 床 面 ９ （ 図 １ 参 照 ） か ら  
の 角 度 で あ る 。 そ の た め 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ が 垂 直 に 近 づ く ほ ど 、 傾 斜 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ は 、 溜 水 部 １ ４ の 前 端 付 近 か ら 前 方 に 向 か う に つ れ て 傾 斜 が  
小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ は 、 突 出 部 １ １ ｃ の 下 方 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に か け て 形 成 さ れ  
る 。 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ （ 第 １ ガ イ ド 部 ２  
０ ａ 、 お よ び 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ を 含 む 。 ） に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 が 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ ま  
で 旋 回 し 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た 第 １  
洗 浄 水 が 、 稜 線 部 ２ ３ に よ っ て 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ よ り も 上 方 の 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ に 流 入  
す る こ と を 抑 制 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ は 、 図 ４ 、 お よ び 図 ８ の Ａ ～ Ｇ に 示 す よ う に 、 前 方 か ら 後 方  
に 向 け て 傾 斜 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ は 、 前 方 の  
傾 斜 が 小 さ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-54276 A 2023.4.13(9)

　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 図 ４ 、 お よ び 図 ８ の Ｆ ～ Ｇ に 示 す  
よ う に 、 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 形 成 す る 曲 面 、 具 体 的 に は 第  
１ ガ イ ド 部 ２ ０ の 底 部 を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ よ り も 傾 斜 が 小 さ い 。 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ は 、 領  
域 拡 大 部 ２ １ ｂ よ り も 前 方 側 の 通 水 路 １ ５ に お い て 、 第 １ 洗 浄 水 が 通 水 路 １ ５ か ら 外 れ て  
流 れ る こ と を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 右 方 側 の 稜 線 部 ２ ３ は 、 溜 水 部 １ ４ に お け る 前 後 方 向 の 中 間 地 点 よ り も 後 方 で 終 端 す る  
。 ま た 、 左 方 側 の 稜 線 部 ２ ３ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ よ り も 後 方 に 始 端 を 有 す る 。 稜 線 部 ２ ３  
の 曲 率 は 、 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て 大 き く な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
＜ 洗 浄 水 の 流 れ ＞
　 次 に 、 ボ ウ ル 部 １ ０ に お け る 洗 浄 水 の 流 れ に つ い て 図 ９ を 参 照 し 説 明 す る 。 図 ９ は 、 ボ  
ウ ル 部 １ ０ に お け る 第 １ 洗 浄 水 、 お よ び 第 ２ 洗 浄 水 の 流 れ を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ９ で は  
、 第 １ 洗 浄 水 の 流 れ を 実 線 で 示 し 、 第 ２ 洗 浄 水 の 流 れ を 破 線 で 示 す 。 な お 、 図 ９ で 示 し た  
洗 浄 水 は 、 単 に ボ ウ ル 部 １ ０ を 流 下 す る よ う な 洗 浄 水 と は 異 な り 、 一 定 の 水 勢 を 有 し て い  
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐 水 さ れ た 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 は 、 通 水 路 １ ５ を 旋 回 す る 。 具 体 的 に  
は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 通 水 路 １ ５ を 通 り 、 前 方 に 向 け て 流 れ 、 通  
水 路 １ ５ の 前 端 、 も し く は 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 側 に お い て 向 き が 後 方 に 変 更 さ れ る 。 後  
方 に 向 け て 流 れ る 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 は 、 突 出 部 １ １ ｃ に よ っ て 向 き が 変 更 さ れ て 、 溜 水 部  
１ ４ の 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 す る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 は 、 後 方 、 お よ び 左 方  
か ら 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 通 水 路 １ ５ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に 向 け て 底 面 壁 ２ １ ａ の 高 さ が  
高 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー が  
小 さ く な り 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 力 が 調 整 さ れ 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 旋 回 し 過 ぎ る こ  
と が 抑 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 洗 浄 水 が リ ム 部 １ １ を 乗 り 上 げ て 溢 れ て し ま う こ と が  
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 洗 浄 水 の 一 部 は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐 水 さ れ た 直 後 に 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ か  
ら 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ に 分 岐 し て 流 れ 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ に 沿 っ て 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流  
入 す る 。 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ は 、 前 方 と な る に つ れ て 傾 斜 が 大 き く な る 。 そ の た め 、 分 岐  
し た 第 １ 洗 浄 水 は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 せ ず に 、 左 方 か ら 第  
２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 通 水 路 １ ５ が 上 り 傾 斜 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る た め 、 第 １ 洗 浄 水 の 一 部 は 、  
領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ よ り も 前 方 の 通 水 路 １ ５ を 流 れ る 途 中 に 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 第 ２ ガ  
イ ド 部 ２ １ に 外 れ る 。 こ の 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ に 外 れ た 第 １ 洗 浄 水 は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前  
方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 前 方 か ら 後 方 と な る に つ れ て 第 １ ガ イ ド  
部 ２ ０ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 溜 水 部 １ ４ の 前  
方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 の う ち 、 溜 水 部 １ ４ 側 に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水  
は 、 曲 率 が 大 き い 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に よ っ て 急 激 に 流 れ 方 向 が 変 更 さ れ 、 第 １ ガ イ ド 部 ２  
０ ｂ に 沿 っ て 後 方 に 旋 回 す る 。 従 っ て 、 溜 水 部 １ ４ の 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た  
第 １ 洗 浄 水 の う ち 、 溜 水 部 １ ４ 側 に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ へ の 流 入 が 抑  
制 さ れ 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ を 旋 回 し 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 右 方 か ら 流 入 す る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 の う ち 、 前 方 側  
に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 大 き く 旋 回 す る 。 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の  
第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 の う ち 、 前 方 側 に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 は 、 長 さ が  
長 い 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 旋 回 す る こ と で 、 運 動 エ ネ ル ギ ー が 低 減 さ れ 、 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １  
、 お よ び 通 水 路 １ ５ に 流 入 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 さ ら に 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 旋 回 す る  
洗 浄 水 は 稜 線 部 ２ ３ に よ っ て 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ に 乗 り 上 げ る こ と が 抑 制 さ れ る 。 す な わ ち  
、 一 旦 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 外 れ た 第 １ 洗 浄 水 が 、 再 び 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 に 合 流 す る こ  
と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 外 れ た 第 １ 洗 浄 水 は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 と は 流 れ 方 向 が 大 き く 異  
な っ て い る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 第 １ 洗 浄 水 が 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 に 合 流 す る と 、 第 １ 洗  
浄 水 の 主 流 の 勢 い が 低 減 し 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 旋 回 不 足 と な る こ と が あ る 。 第 １ ガ イ ド  
部 ２ ０ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 不 足 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 の う ち 、 前 方 側  
に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 は 、 旋 回 し つ つ 流 下 す る 際 に 、 運 動 エ ネ ル ギ ー が 大 き く な る 。 溜 水  
部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 の う ち 、 前 方 側 に 流 入 し た 第  
１ 洗 浄 水 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ へ の 流 入 が 抑 制 さ れ 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ を 旋 回 し 、 第 １ 領  
域 １ ０ ０ に 右 方 か ら 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 第 ２ 洗 浄 水 は 、 後 壁 部 ２ ２ に 沿 っ て 旋 回 し た 後 に 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ に 沿 っ て 流 れ 、  
第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 。 ま た 、 第 ２ 洗 浄 水 は 、 第 ２ 吐 水 口 １ ３ か ら 吐 出 さ れ た 直 後 や  
、 後 壁 部 ２ ２ に 沿 っ て 旋 回 す る 途 中 に 、 分 岐 し 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に も 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 記 す る よ う に 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 、 お よ び 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 外 れ た 第 １ 洗 浄 水 は  
、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 し 、 第 １ 洗 浄 水 の 一 部 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 。 ま た 、 第  
２ 洗 浄 水 は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 １ 領 域 １ ０ ０ 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 洗 浄 水 は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お い て  
第 １ 旋 回 流 を 形 成 し 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ に お い て 第 １ 旋 回 流 と は 異 な る 第 ２ 旋 回 流 を 形 成 す  
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 第 １ 旋 回 流 、 お よ び 第 ２ 旋 回 流 に つ い て 、 図 ６ 、 お よ び 図 ７ を 参 照 し 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 溜 水 部 １ ４ の 一 対 の 側 面 部 ３ ２ に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 凸 面 ３ ２ ａ が 形 成 さ  
れ て い る 。 そ の た め 、 ボ ウ ル 部 １ ０ を 旋 回 し な が ら 溜 水 部 １ ４ に 流 入 し た 洗 浄 水 は 、 平 面  
視 に お い て 、 溜 水 部 １ ４ を 構 成 す る 壁 面 （ 前 面 部 ３ ０ 、 後 面 部 ３ １ 、 側 面 部 ３ ２ ） に 沿 っ  
た 流 れ を 形 成 す る が 、 凸 面 ３ ２ ａ に よ っ て 壁 面 か ら 分 離 し た 流 れ と な り 、 凸 面 ３ ２ ａ の 頂  
点 よ り も 後 方 の 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お い て 第 １ 旋 回 流 を 形 成 し 、 凸 面 ３ ２ ａ の 頂 点 よ り も 前  
方 の 第 ２ 領 域 １ ０ １ に お い て 第 ２ 旋 回 流 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 凸 面 ３ ２ ａ は 、 上 下 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 全 体 に 第 １  
旋 回 流 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ の 全 体 に 第 ２ 旋 回 流 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 １ 領 域 １ ０ ０ で は 、 第 １ 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 が 攪 拌 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ で  
は 、 第 ２ 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 が 攪 拌 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 平 面 視 方 向 で 第 １ 旋 回 流 と 第 ２  
旋 回 流 の 異 な る 旋 回 成 分 が 溜 水 部 １ ４ に 生 成 さ れ 、 溜 水 部 １ ４ 全 体 で 汚 物 の 攪 拌 性 能 を 高  
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ か ら 排 出 路 １ ７ に 汚 物 を 排 出 す る 際 に は 、 第 １ 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 が  
排 出 路 １ ７ に 押 し 込 ま れ 、 排 出 路 １ ７ か ら 排 出 さ れ る 。 ま た 、 溜 水 部 １ ４ か ら 排 出 路 １ ７  
に 汚 物 を 排 出 す る 際 に は 、 第 ２ 旋 回 流 が 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 し 、 第 ２ 旋 回 流 に よ っ て 汚  
物 が 排 出 路 １ ７ に 押 し 込 ま れ 、 排 出 路 １ ７ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 水 平 方 向 に お け る 断 面 積 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ の 水 平 方 向 に お け  
る 断 面 積 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ で は 、 旋 回 半 径 が 大 き い 第 １ 旋 回 流 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 領 域  
１ ０ １ で は 、 第 １ 旋 回 流 よ り も 旋 回 半 径 が 小 さ い 第 ２ 旋 回 流 が 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 第  
２ 領 域 １ ０ １ で は 、 小 さ い 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 が 攪 拌 さ れ や す く 、 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０  
で は 、 大 き な 旋 回 流 が 排 出 路 １ ７ で ス ム ー ズ に 流 れ る た め 汚 物 が 排 出 さ れ や す く な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 と 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率  
と は 異 な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲  
率 と 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ で は 、 異 な る 流 速 の 旋 回 流 が 形  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ で は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 と 、 下 方 領 域 １ ０  
０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 と は 異 な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る  
曲 面 の 曲 率 は 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ に お い て は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 が  
大 き い た め 第 １ 旋 回 流 の 流 速 の 変 化 が 大 き く 、 汚 物 が 攪 拌 さ れ る 。 ま た 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ  
に お い て は 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 が 小 さ い た め 第 １ 旋 回 流 の 流 速 の 変  
化 が 小 さ く 、 第 １ 旋 回 流 の 流 れ が 滑 ら か に な り 、 汚 物 が 排 出 路 １ ７ に 排 出 さ れ や す く な る  
。 す な わ ち 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ で は 、 主 に 汚 物 を 攪 拌 す る 第 １ 旋 回 流 が 形 成 さ れ る 上 方 領 域  
１ ０ ０ ｂ と 、 主 に 汚 物 を 排 出 す る 第 １ 旋 回 流 が 形 成 さ れ る 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ と が 形 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
＜ 効 果 ＞
　 次 に 、 実 施 形 態 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 水 洗 大 便 器 １ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ と 、 リ ム 部 １ １ と 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ と 、 溜 水 部 １ ４ と を  
備 え る 。 ボ ウ ル 部 １ ０ は 、 汚 物 を 受 け る 。 リ ム 部 １ １ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ  
る 。 第 １ 吐 水 口 １ ２ は 、 第 １ 洗 浄 水 を 吐 水 す る 。 溜 水 部 １ ４ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 下 部 に 形  
成 さ れ る 。 溜 水 部 １ ４ に は 、 排 出 路 １ ７ が 接 続 さ れ る 第 １ 領 域 １ ０ ０ と 、 第 １ 領 域 １ ０ ０  
よ り も 前 方 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 １ ０ １ と が 形 成 さ れ る 。 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら リ ム 部 １ １ に  
沿 っ て 吐 水 さ れ た 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ を 旋 回 し て 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 す  
る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 大 き い 旋 回 力 を 有 す る 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 を 第 １ 領 域 １ ０  
０ に 流 入 さ せ 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お い て 汚 物 を 攪 拌 し な が ら 排 出 路 １ ７ に 押 し 込 み 、 汚 物  
を 排 出 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ と 、 第 ２ 吐 水 口 １ ３ と を 備 え る 。 第 １ 吐 水 口 １  
２ は 、 リ ム 部 １ １ に 沿 っ て 第 １ 洗 浄 水 を 吐 水 す る 。 第 ２ 吐 水 口 １ ３ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ と  
は 異 な る 箇 所 に 設 け ら れ 、 第 ２ 洗 浄 水 を 吐 水 す る 。 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０  
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に 流 入 す る 。 第 ２ 洗 浄 水 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お い て 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 に よ っ て 汚  
物 を 攪 拌 し 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ に お い て 、 第 ２ 洗 浄 水 に よ っ て 汚 物 を 攪 拌 す る 。 そ の た め 、  
水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま  
た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 を 排 出 す る 際 に 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ か ら 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 す  
る 洗 浄 水 に よ っ て 、 汚 物 を 排 出 路 １ ７ に 押 し 込 み 、 汚 物 を 排 出 路 １ ７ か ら 排 出 す る こ と が  
で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ で は 第 １ 旋 回 流 を 形 成 し 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ で は  
第 １ 旋 回 流 と は 異 な る 第 ２ 旋 回 流 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 各 領 域 １ ０ ０ 、 １ ０ １ に お い て そ れ ぞ れ 旋 回 流 を 形 成 し  
、 各 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 を 攪 拌 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 例 え ば 、 溜 水 部 １ ４ に  
お い て １ つ の 大 き な 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 を 攪 拌 す る 場 合 と 比 較 し て 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上  
さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０  
と 第 ２ 領 域 １ ０ １ と の 境 界 付 近 に お い て 、 第 １ 旋 回 流 、 お よ び 第 ２ 旋 回 流 に よ っ て 、 汚 物  
を 攪 拌 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の  
排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 一 部 が 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 分 岐 し 、 第 ２ 洗 浄  
水 と 合 流 し 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 と 、 第 ２ 洗 浄 水 と を 合 流 さ せ て 、 大 き な 勢 い  
を 有 す る 洗 浄 水 に よ っ て 第 ２ 領 域 １ ０ １ に お い て 第 ２ 旋 回 流 を 形 成 す る 。 そ の た め 、 水 洗  
大 便 器 １ は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ に お け る 第 ２ 旋 回 流 の 勢 い を 大 き く す る こ と が で き 、 第 ２ 領  
域 １ ０ １ に お け る 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま  
た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 を 排 出 す る 際 に 、 大 き な 勢 い を 有 す る 第 ２ 旋 回 流 を 第 ２ 領 域 １  
０ １ か ら 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 さ せ 、 汚 物 を 排 出 路 １ ７ に 押 し 込 む こ と が で き る 。 そ の た  
め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 洗 浄 水 が リ ム 部 １ １ に 沿 っ て 流 れ る 通 水 路 １ ５ を 形 成 す る 底 面 壁 ２ １ ａ は 、  
第 １ 吐 水 口 １ ２ 側 の 端 部 か ら ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 に 向 け て 高 さ が 高 く な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー を 低 減 さ せ 、  
第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 勢 い を 抑 制 す る 。 す な わ ち 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋  
回 力 を 調 整 し 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 旋 回 し 過 ぎ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の た め  
、 水 洗 大 便 器 １ は 、 勢 い が 調 整 さ れ た 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 を 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 さ せ る こ  
と が で き 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お い て 汚 物 の 攪 拌 性 に 優 れ た 第 １ 旋 回 流 を 形 成 す る こ と が で  
き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 底 面 壁 ２ １ ａ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 端 ま で 高 さ が 継 続 し て 高 く な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー を 連 続 的 に 低  
減 さ せ る こ と が で き 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 乱 れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 ボ ウ ル 部 １ ０ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 一 部 が 通 水 路 １ ５ か ら 分 岐 し て 流 れ る 第 １ ガ イ ド  
部 ２ ０ ａ を 備 え る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー を 低 減 さ せ 、  
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第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗  
浄 水 の 主 流 が 旋 回 し 過 ぎ る こ と を 抑 制 し 、 汚 物 の 攪 拌 性 に 優 れ た 第 １ 旋 回 流 を 第 １ 領 域 １  
０ ０ に お い て 形 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ａ は 、 後 方 か ら 前 方 に 向 か う に つ れ て 傾 斜 が 大 き く な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 分 岐 し た 第 １ 洗 浄 水 が 、 第 １ 洗 浄  
水 の 主 流 に 合 流 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の  
主 流 か ら 分 岐 し た 第 １ 洗 浄 水 を 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ の 上 端 か ら 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ の 上 端 ま で の 長 さ は 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の  
前 方 に 向 か う に つ れ て 長 く な る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 側 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に お い て 、  
第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 外 れ た 第 １ 洗 浄 水 を 分 散 さ せ 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 流 れ る 第 １ 洗 浄  
水 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 溜 水  
部 １ ４ よ り も 前 方 側 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 流 れ る 第 １ 洗 浄 水 が 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 に 合 流  
す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 汚 物 の 攪 拌 性 に 優 れ た 第 １ 旋 回 流 を 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お  
い て 形 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ の 上 端 は 、 前 端 に お い て 高 さ が 最 も 低 い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 側 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に お い て 、  
左 右 方 向 の 中 心 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ の 長 さ を 長 く す る こ と が で き 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 流  
れ る 第 １ 洗 浄 水 が 有 す る 運 動 エ ネ ル ギ ー を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便  
器 １ は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 側 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 流 れ る 第 １ 洗 浄 水 が 、 第 １ 洗 浄 水  
の 主 流 に 合 流 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 汚 物 の 攪 拌 性 に 優 れ た 第 １ 旋 回 流 を 第 １ 領  
域 １ ０ ０ に お い て 形 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上  
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐 水 さ れ た 第 １ 洗 浄 水 の 吐 水 領 域 を 拡 大 さ  
せ る 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ を 備 え る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 通 水 路 １ ５ を 形 成 す る 底 面 壁 ２ １ ａ が 第 １ 吐 水 口 １ ２ 側  
か ら リ ム 部 １ １ の 前 端 に 向 け て 高 く な る よ う に 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 第 １ 洗 浄 水 の  
通 水 路 １ ５ の 吐 水 領 域 が 小 さ く な る こ と を 抑 制 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 通 水 路  
１ ５ に 第 １ 洗 浄 水 が 滞 留 す る こ と を 抑 制 し 、 ス ム ー ズ に 第 １ 洗 浄 水 を 吐 水 す る こ と が で き  
る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 不 足 を 抑 制 す る こ と が で き 、 汚 物  
の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ よ り も 下 方 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 が 流 れ る 通 水 路 １ ５ に お け る 不 意 な 滞 留 の 発  
生 を 抑 制 し 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 不 足 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便  
器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ 側 の 底 面 壁 ２ １ ａ の 端 部 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
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　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 吐 水 さ れ た 直 後 に 第 １ 洗 浄 水 が 滞 留  
し て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ は 、 リ ム 部 １ １ 側 よ り も ボ ウ ル 部 １ ０ 側 が 低 く な る よ う に 傾 斜 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 の 一 部 を 素 早 く  
第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 流 下 さ せ る こ と が で き 、 領 域 拡 大 部 ２ １ ｂ に 第 １ 洗 浄 水 が 滞 留 す る こ  
と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 旋 回 不 足 を  
抑 制 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま た 、 ボ ウ ル 部 １ ０ は 、 第 １ 洗 浄 水 を 左 方 か ら 右 方 に 旋 回 さ せ る と と も に 、 右 方 に 旋 回  
し た 第 １ 洗 浄 水 を 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 さ せ る 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ ｂ を 備 え る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 外 れ た 第 １ 洗 浄 水 を 第 １ 領 域 １ ０  
０ に 流 入 さ せ る こ と が で き 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お け る 第 １ 旋 回 流 の 勢 い を 大 き く す る こ と  
が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て 広 が る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 か ら 外 れ 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ の 左 右 方  
向 の 中 央 付 近 に 流 入 し た 第 １ 洗 浄 水 を 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に 沿 っ て 旋 回 さ せ な が ら 第 １ 流  
域 に 流 入 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お け る 第 １  
旋 回 流 の 勢 い を 大 き く す る こ と が で き 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 ボ ウ ル 部 １ ０ は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ よ り も 上 方 に 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 流 れ る 第  
１ 洗 浄 水 と は 異 な る 流 れ と な る 第 １ 洗 浄 水 が 流 れ る 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ を 備 え る 。 第 １ ガ イ  
ド 部 ２ ０ と 第 ２ ガ イ ド 部 ２ １ と を 接 続 す る 稜 線 部 ２ ３ は 、 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て  
、 左 右 方 向 に お け る ボ ウ ル 部 １ ０ の 中 心 線 Ｏ か ら の 距 離 が 長 く な る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 流 れ る 第 １ 洗 浄 水 が 第 ２ ガ イ ド 部 ２  
１ に 流 入 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主  
流 か ら 外 れ た 洗 浄 水 が 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 に 合 流 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の た  
め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 が 乱 れ る こ と を 抑 制 し 、 第 １ 洗 浄 水 の 主 流 の 流 速  
が 低 減 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 旋 回 流 に よ る 汚  
物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 右 方 側 の 稜 線 部 ２ ３ は 、 溜 水 部 １ ４ に お け る 前 後 方 向 の 中 間 地 点 よ り も 後 方 で 終 端 す る  
。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 後 方 ま で 旋 回 し た 第 １ 洗 浄 水 を 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 さ  
せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ を 形 成 す る 溜 水 部 １ ４ の 後 面  
部 ３ １ の 形 状 に 沿 っ た 第 １ 旋 回 流 を 第 １ 領 域 １ ０ ０ で 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め  
、 水 洗 大 便 器 １ は 、 勢 い が 大 き な 第 １ 旋 回 流 に よ っ て 汚 物 を 攪 拌 す る こ と が で き 、 第 １ 領  
域 １ ０ ０ に お け る 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ は 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ を 形 成 す る 曲 面  
の 曲 率 が 前 方 か ら 後 方 に 向 か う に つ れ て 大 き く な る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に お い て 、 溜  
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水 部 １ ４ に 近 い 箇 所 に 流 入 す る 第 １ 洗 浄 水 の 向 き を 急 速 に 変 更 し 、 第 １ 洗 浄 水 が 第 ２ 領 域  
１ ０ １ に 流 入 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 を  
右 方 に 旋 回 さ せ て 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に 流 入 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、  
溜 水 部 １ ４ よ り も 前 方 の 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ に お い て 、 ボ ウ ル 部 １ ０ の 前 方 側 に 流 入 す る 第  
１ 洗 浄 水 の 向 き が 急 速 に 変 更 さ れ る こ と を 抑 制 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗  
浄 水 が 第 ２ 領 域 １ ０ １ に 流 入 す る こ と を 抑 制 し 、 第 １ 洗 浄 水 を 右 方 に 旋 回 さ せ て 、 第 １ 領  
域 １ ０ ０ に 流 入 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ は 、 前 面 部 ３ ０ と 、 後 面 部 ３ １ と 、 一 対 の 側 面 部 ３ ２ と を 備 え る 。 後  
面 部 ３ １ は 、 前 面 部 ３ ０ よ り も 後 方 に 形 成 さ れ る 。 一 対 の 側 面 部 ３ ２ は 、 前 面 部 ３ ０ と 後  
面 部 ３ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 一 対 の 側 面 部 ３ ２ の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 側 面 部 ３ ２ に  
は 、 他 方 の 側 面 部 ３ ２ に 向 け て 突 出 す る 凸 面 ３ ２ ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 溜 水 部 １ ４ に 流 入 し た 洗 浄 水 は 、 側 面 部 ３ ２ に 沿 っ て 流 れ る た め 、 側 面 部 ３ ２ の 凸 面 ３  
２ ａ に よ っ て 旋 回 が 分 離 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 溜 水 部 １ ４ に お い て 、 第  
１ 旋 回 流 、 お よ び 第 ２ 旋 回 流 を 形 成 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 各 旋 回 流 に よ っ て  
汚 物 を 攪 拌 す る こ と が で き 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 溜 水 部 １ ４ に は 、 排 出 路 １ ７ が 接 続 さ れ る 第 １ 領 域 １ ０ ０ と 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ よ  
り も 前 方 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 １ ０ １ と が 形 成 さ れ 、 凸 面 ３ ２ ａ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ か ら 第  
２ 領 域 １ ０ １ に 渡 り 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 溜 水 部 １ ４ の 形 状 を 複 雑 化 せ ず に 、 溜 水 部 １ ４ に 第 １ 旋  
回 流 、 お よ び 第 ２ 旋 回 流 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 凸 面 ３ ２ ａ の 頂 点 は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １ の 境 界 に 位 置 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 凸 面 ３ ２ ａ に よ っ て 、 排 出 路 １ ７ が 接 続 さ れ る 第 １ 領 域  
１ ０ ０ と 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ と を 区 画 す る こ と が で き 、 第 １ 旋 回 流 と 第 ２ 旋 回 流 と を 独 立 し  
て 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 各 旋 回 流 に よ っ て 、 汚 物 を 攪 拌 す  
る こ と が で き 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ま た 、 凸 面 ３ ２ ａ は 、 上 下 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 全 体 で 第 １ 旋 回 流 を 形 成 し 、 第 ２ 領 域  
１ ０ １ の 全 体 で 第 ２ 旋 回 流 を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 各 領 域  
１ ０ ０ 、 １ ０ １ に お け る 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 、 水 平 方 向 に お け る 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 面 積 は 、 水 平 方 向 に お け る 第 ２ 領 域 １ ０ １ の  
面 積 よ り も 大 き い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ で は 小 さ い 旋 回 半 径 を 有 す る 第 ２ 旋 回 流  
に よ っ て 汚 物 を 攪 拌 す る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 排 出 路 １ ７ が 接 続 さ れ る 第 １ 領 域 １ ０  
０ に お い て 大 き い 旋 回 半 径 を 有 す る 第 １ 旋 回 流 を 発 生 さ せ 、 第 １ 旋 回 流 に よ っ て 第 １ 領 域  
１ ０ ０ か ら 汚 物 を 排 出 す る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物  
の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 凸 面 ３ ２ ａ は 、 一 対 の 側 面 部 ３ ２ に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 。
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【 ０ １ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に お い て 第 １ 旋 回 流 の 形 成 を 促 進 し 、 第  
２ 領 域 １ ０ １ に お い て 第 ２ 旋 回 流 の 形 成 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便  
器 １ は 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ を 形 成 す る 溜 水 部 １ ４ の 曲 面 は 、 上 下 方 向 に お い て 曲 面 の 曲 率 が  
異 な る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ の 上 下 方 向 に お い て 、 主 に 汚 物 を 攪 拌 さ  
せ る 第 １ 旋 回 流 と 、 主 に 汚 物 を 排 出 路 １ ７ に 押 し 込 み 、 汚 物 を 排 出 さ せ る 第 １ 旋 回 流 と を  
形 成 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚 物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排  
出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ に は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ と 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ よ り も 下 方 に 形 成  
さ れ る 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ と が 形 成 さ れ る 。 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 下  
方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 よ り も 大 き い 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ に お い て 流 速 の 変 化 が 大 き い 第 １ 旋 回  
流 を 形 成 し 、 汚 物 を 攪 拌 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ  
に お い て 流 速 の 変 化 が 小 さ い 第 １ 旋 回 流 を 形 成 し 、 汚 物 を 排 出 路 １ ７ に 押 し 込 み 、 汚 物 を  
排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 領 域 １ ０ ０ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ か ら 下 方 領 域 １ ０ ０  
ａ に 向 け て 徐 々 に 変 化 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 流 速 の 変 化 が 大 き い 第 １ 旋 回 流 か ら 、 流 速 の 変 化 が 小 さ  
い 第 １ 旋 回 流 へ 変 更 す る 際 の エ ネ ル ギ ー ロ ス を 低 減 す る こ と が で き 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上  
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 曲 面 の 曲  
率 と は 異 な る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 上 方 領 域 １ ０ ０ ｂ の 第 １ 旋 回 流 、 お よ び 第 ２ 領 域 １ ０ １  
の 第 ２ 旋 回 流 を 、 異 な る 流 速 で 旋 回 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 汚  
物 の 攪 拌 性 を 向 上 さ せ 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ま た 、 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ を 形 成 す る 曲 面 の 曲 率 は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ を 形 成 す る 曲 面 の 曲  
率 よ り も 小 さ い 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 ２ 領 域 １ ０ １ か ら 下 方 領 域 １ ０ ０ ａ に 第 ２ 旋 回 流 を ス  
ム ー ズ に 誘 導 す る こ と が で き 、 汚 物 の 排 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
＜ 変 形 例 ＞
　 変 形 例 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は 、 排 出 路 １ ７ を 溜 水 部 １ ４ の 前 方 の 領 域 に 接 続 し て も よ い  
。 ま た 、 変 形 例 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は 、 一 対 の 側 面 部 ３ ２ の う ち 、 一 方 の 側 面 部 ３ ２ に 凸  
面 ３ ２ ａ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ま た 、 変 形 例 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は 、 第 １ 洗 浄 水 が 広 が る よ う に 第 １ 吐 水 口 １ ２ を テ ー  
パ 形 状 に 形 成 し 、 第 １ 吐 水 口 １ ２ か ら 第 １ 洗 浄 水 の 吐 水 領 域 を 拡 大 さ せ て も よ い 。 例 え ば  
、 第 １ 吐 水 口 １ ２ は 、 上 方 、 ま た は 右 方 に 第 １ 洗 浄 水 の 吐 水 領 域 を 拡 大 す る よ う に 形 成 さ  
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れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 ま た 、 変 形 例 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は 、 上 記 構 成 の 一 部 を 含 む 水 洗 大 便 器 で あ っ て も よ い  
。 例 え ば 、 変 形 例 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は 、 一 対 の 側 面 部 ３ ２ に 凸 面 ３ ２ ａ が 形 成 さ れ な い  
溜 水 部 １ ４ を 有 す る 水 洗 大 便 器 で あ っ て も よ く 、 第 １ ガ イ ド 部 ２ ０ が 形 成 さ れ な い ボ ウ ル  
部 １ ０ を 有 す る 水 洗 大 便 器 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 変 形 例 に 係 る 水 洗 大 便 器 １ は  
、 第 １ 吐 水 口 １ ２ の み を 有 す る 水 洗 大 便 器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 さ ら な る 効 果 や 変 形 例 は 、 当 業 者 に よ っ て 容 易 に 導 き 出 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 本  
発 明 の よ り 広 範 な 態 様 は 、 以 上 の よ う に 表 し か つ 記 述 し た 特 定 の 詳 細 お よ び 代 表 的 な 実 施  
形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 し た が っ て 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び そ の 均 等 物 に  
よ っ て 定 義 さ れ る 総 括 的 な 発 明 の 概 念 の 精 神 ま た は 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 変  
更 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ２ 】
１         水 洗 大 便 器
２         便 器 本 体
１ ０       ボ ウ ル 部
１ １       リ ム 部
１ ２       第 １ 吐 水 口 （ 吐 水 口 ）
１ ３       第 ２ 吐 水 口 （ 吐 水 口 ）
１ ４       溜 水 部
１ ５       通 水 路
１ ７       排 出 路
２ ０       第 １ ガ イ ド 部 （ ガ イ ド 部 ）
２ １       第 ２ ガ イ ド 部 （ 旋 回 部 ）
２ １ ａ     底 面 壁
２ １ ｂ     領 域 拡 大 部 （ 拡 大 部 ）
２ ３       稜 線 部
３ ０       前 面 部
３ １       後 面 部
３ ２       側 面 部
３ ２ ａ     凸 面
３ ３       底 面 部
１ ０ ０     第 １ 領 域
１ ０ ０ ａ   下 方 領 域
１ ０ ０ ｂ   上 方 領 域
１ ０ １     第 ２ 領 域
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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